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〔資
料
紹
介
〕

内
閣
文
庫
蔵
『舞
楽
雑
録
』

書
　
誌

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
『舞
楽
雑
録
穴
古
三
三
・五
五
三
）

体
裁
　
　
巻
子
本
　
　
一
一軸

題
築
　
　
「舞
楽
雑
録
　
天
「
舞
楽
雑
録
　
地
」

天
地
　
　
天
巻
二
九
・七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

地
巻
三
〇
・〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

紙
数
　
　
天
巻
　
一
一十
三
枚

地
巻
　
十
五
枚

墨
界
、継
ぎ
目
判
あ
り

本
書
は
、植
木
行
宣
氏
が
紹
介
さ
れ
た
も
の
で
、そ
の
内
容
は
「教
訓

抄
』
の
異
本
か
と
さ
れ
る
よ
う
に
、楽
曲
に
関
す
る
故
実
、あ
る
い
は
そ

れ
に
ま
つ
わ
る
伝
承
や
記
録
な
ど
で
あ
る
。

現
在
は
二
巻
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
「教
訓
抄
」と
比
較
す
る
と
、地
巻

末
尾
と
天
巻
冒
頭
と
が
連
続
し
て
い
る
の
で
、本
来

一
ま
と
ま
り
の
も

の
で
あ
っ
た
も
の
が
切
断
さ
れ
、
題
察
を
付
さ
れ
た
際
に
巻
序
が
誤
ら

中
原
　
香
苗

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

成
立
に
つ
い
て
は
、紙
背
に
み
え
る
文
書
や
消
息
類
な
ど
に
み
え
る

年
記
の
う
ち
も
っ
と
も
年
代
の
下
る
正
元
元
年
■

一
一五
九
）を
そ
の
上

限
と
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
「教
訓
抄
』
の
成
立
し
た
と
み

ら
れ
る
天
福
元
年
■

一
〓
〓
し
か
ら
い
ま
だ
三
十
年
を
経
過
し
て
い
な

い
。
こ
の
こ
と
は
、近
世
以
前
の
写
本
の
少
な
い
『教
訓
抄
」
に
あ
っ
て
、

本
書
の
価
値
の

一
端
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

「雑
録
』
の
本
文
の
価
値
は
、
「教
訓
抄
」と
の
成
立
の
近
さ
に
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
本
文
に
は
誤
写
等
も
ま
ま
存
す
る
が
、
一
方
で
、次
の
引
用

の
傍
線
部
の
よ
う
に
『教
訓
抄
』
で
は
意
味
の
通
り
に
く
い
部
分
が
、
「舞

楽
雑
録
」
の
本
文
に
よ
れ
ば
意
味
が
明
確
に
な
る
と
こ
ろ
も
存
す
る
。

「艶

愈

異

ア
ー

モ
，

孔

「舞
楽
雑
録
』
地

２
「団
乱
旋
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ι

舞
人
光
真
已
下
十
人
烈
立
タ
ル
。
一
人
モ
此
二
【
覚
倒
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
「舞
楽
雑
録
』
に
は
「教
訓
抄
』
の
善
本

-56-



の
面
影
を
伝
え
て
い
る
部
分
も
存
す
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

ま
た
本
書
は
、
注
記
の
方
法
に
特
色
が
あ
り
、次
の
引
用
で
傍
線
を
付

し
た
よ
う
に
、

是
モ
有
長
短
之
説
。側
訓
月
劉
劃
司
ｄ
刑
劇
リ
コ
司
「
刷
到
副
切
短

説
ハ
、今
世
二
用
様
也
。

（天

１
「菩
薩
」
、〈
　
〉内
割
注
、以
下
同
じ
。
）

「菩
産

と
い
う
楽
曲
の
序
の
説
に
つ
い
て
述
べ
る
箇
所
で
、「長
説
Ｌ
短

説
」
の
あ
る
こ
と
を
い
う
の
に
、
「短
塾

は
本
文
と
し
て
記
さ
れ
る
の
に

封
し
、本
来

一
対
で
説
か
れ
る
べ
き
「長
説
」
は
割
注
の
形
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
そ
の
逆
に
、本
来
注
記
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
部
分
を
、本
文

に
取
り
込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

舞
者
源
家
二
留
。土
御
制
御

一‐
刻
。楽
者
被
下
坊
賽

是
習
伝
、今
有

諸
家
〉。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（地

４
「胡
飲
酒
し

一
例
を
あ
げ
れ
ば
、右
の
引
用
の
傍
線
部
「土
御
門
御

一
家
」
は
、
「教
訓

抄
』
で
は
、
「源
家
」
に
関
す
る
注
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
」ヽ
れ
を
本
文
中
に

取
り
入
れ
て
し
ま
つ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
、
「舞
楽
雑
録
』

全
体
に
わ
た
っ
て
い
る
。

本
書
は
、
「教
訓
抄
」
の
記
事
を
省
略
・改
変
・整
理
等
を
行
い
な
が

ら
抄
出
し
再
構
成
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
中
に

「教
訓
抄
』

に
み
え
な
い
記
事
を
含
ん
で
い
る
。
そ
の
中
に
は
中
世
小
説

『還
城
楽

物
語
」
や
幸
若
舞
曲

『入
鹿
』
等
と
の
関
連
の
う
か
が
わ
れ
る
も
の
が

認

れ
穀
諏
螺

葬

弩

義

務

≦

）
型

饒

一
辞
罐
羹

に
は
共
に
存
す
る
記
事
も
あ
り
、
〓
一者
の
関
連
に
つ
い
て
も
考
え
る
べ

き
問
題
が
あ
ろ
う
。

な
お
、
本
書
と
『教
訓
抄
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「内
閣
文
庫

蔵
『舞
楽
雑
録
」
と
『教
訓
抄
ヒ
η
語
文
」
六
十
四
輯
　
平
成
七
年
九
月
）

で
述
べ
た
。
あ
わ
せ
て
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

注
（
１
）
日
本
思
想
大
系
『古
代
中
世
芸
術
論
穴
岩
波
書
店
、
昭
和
四
十
八
年
）所

収
、
『教
訓
抄
」解
題
。

（２
ヽ
内
閣
文
庫
百
年
史
穴
国
立
公
文
書
館
、昭
和
六
十
年
）
で
は
、
「教
訓
抄
の

一
異
本
」と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

（３
〓
教
訓
抄
』
の
引
用
は
、注
１
前
掲
書
に
よ
る
。

（４
）た
だ
し
、
「舞
楽
雑
録
』引
用
文
の
傍
線
部
直
前
の
助
詞
に
は
誤
り
が
あ
ろ

ヽ
つ

。

（
５
ヽ
教
訓
抄
』
で
は
、
「長
説
Ｌ
短
説
」
と
も
に
本
文
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。

（６
）
図
書
寮
叢
刊

『伏
見
官
楽
書
集
成
　
一
こ

（宮
内
庁
書
陵
部
、
平
成
七
年

三
月
）
所
収
。
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凡
　
例

三
本
文
は
、国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
「舞
楽
雑
録
」を
底
本
と
し
て

翻
刻
し
た
。

「
巻
序
は
、
書
誌
に
記
し
た
よ
う
に
地
。天
の
順
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
の
で
、
そ
の
順
に
翻
刻
し
、便
宜
上
、各
楽
曲
に
は
巻
ご
と
に
番
号

を
付
し
た
。

「
見
せ
消
ち
・補
入
。抹
消
・傍
注
等
は
、
＊
１
の
よ
う
に
番
号
を
付
し
、

本
文
末
尾
に
注
と
し
て
あ
げ
た
。

「
本
文
に
は
声
点
の
付
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、翻
刻
の
都
合

上
、省
略
し
た
。

「
旧
字
・異
体
字
等
は
お
お
む
ね
通
行
の
字
体
に
訂
し
た
が
、
「鼓
」等

底
本
の
字
体
を
残
し
た
も
の
も
あ
る
。

「
片
仮
名
の
躍
り
字
は
「
ヽ
」
、漢
字
の
躍
り
字
は
「
々
」
を
用
い
、
そ
の

他
釜
”句
の
繰
り
返
し
を
表
す
躍
り
字
等
）
は
「
ミ
」
を
使
用
し
た
。

「
濁
点
・句
読
点
を
私
に
施
し
た
。

「
紙
移
り
は
紙
面
の
末
を
」
を
も
っ
て
示
し
、
（１
こ

の
如
く
紙
数
番
号

を
記
し
た
。

「
楽
譜
は
、
で
き
う
る
限
り
底
本
に
近
い
形
で
翻
刻
し
、
［　
］
を
付
し

た
。

「
虫
損
等
に
よ
る
欠
落
箇
所
は

一
字
分
を
□
に
よ
っ
て
示
し
、判
読
不

能
字
は
（　
）と
し
た
。ま
た
虫
損
部
分
等
は
、残
っ
た
字
画
と
『教
訓

抄
穴
日
本
思
想
大
系
『古
代
中
世
芸
術
論
』所
収
、岩
波
書
店
、　
昭
和

四
十
八
年
）
に
よ
っ
て
推
定
し
得
る
場
合
に
〔　
〕
に
よ
っ
て
示
し
た
。

、割
注
は
〈
　
〉を
付
し
、割
注
の
中
に
さ
ら
に
割
注
が
存
す
る
場
合

は
、当
該
部
分
に
《
　
〉を
付
し
た
。
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末
筆
な
が
ら
、
貴
重
な
資
料

の
調
査
、翻
刻
を
お
許
し
い
た
だ

い
た
国

立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（な
か
は
ら

・か
な
え
　
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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